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水稲有機 JAS栽培に用いられている有機質資材の窒素無機化特性 と土壌還元への影響
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日 ま じ め に

近年米価の低迷のため,有禾1販売可能な有機 JAS栽培や特別

栽培力渡極的に取り組まれている。このような化学肥料を用い

ない,もしくは窒素成分を半量以下にする栽培法において収量

を確保するためには,有機質資材の選択,施用力重要であり,

肥効判定のためには窒素無樹 ヒ特性を把握する必要がある。

一方,排水が不良な水田では 有機質資材を多量にFcHする

ことで,水稲の還元障害0濃念されるため,有機質資材がIL壊

還元に及ぼす影響についても険きける必要がある。.

そこで 有機 JS栽培及び特別栽培面積比率の高い大潟村で

利用されている割合の大きい,有機質資材の窒素無機化特性と

土壌還元に及ぼす影響を比廓し検討した。

2試 験 方 法

(1)試験 1 窒素無樹 蹴 鰺

D供試資材 :大潟村J弔いられている有機 JAS栽培に使用可

能な有機質資材肝イ 俵 1)

2)塔議♯ :蒲隊備品櫛欝稜

a供試土壊 秋田り ,水田土壌の作土 ¨

鉄型グライ低地上 強糟筍

b聯饂 度 20,25,3に

C脚 間 0,t,2,4,6,10,151副11

3)培養な法 :乾± 100gに対して 資材を全窒素として 1"嘔

添加し,湿潤土と混合して培養を行つた。培養期間終了後,

土壊由来無樹 ヒ窒素 (土壌のみで培養)を差し弓ルヽて,有機

質由来無樹 ヒ窒素量を算出した。

4)窒素無樹ヒ特性値は 反応速度論的手法に従い算出した。

(2)蔽 21n4曝 悧

―1)供試資材・供試土壊 :試験 1と同様

2)培養条件・培養温度 :湛水保温静置培養・15℃ (ほ場での

資材施用から分げつ始期までの地温和

3)培養方法 :乾± 100gに対して,有機質資材及び稲わら粉砕

物を炭素として 2∞嘔もしくは窒素として4rg添加し(l場

での稲わら施用量 55kg/aを詢 ,湿潤土と混合して培養 (3

反例 を行った 俵 2)。

4)土壌酸化還元電位∈燿 Eh)|よ 白金電極を用い Ehメータ

lEHS 120■ lDにより,測定した。
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(1融 資材の効 と̈ 特徴

有機質資材の窒素濃度は 21～ 109%,C/N比は 40～ 150C
窒赫 く,シN比。抵 いものが多かった。また,原料とし

ては比較的無機化率が高いとされる蒸製毛粉 魚肉タンパク質

などの動物系有順 や胚芽タンパク質,菜種かす,く ず短 な

どの植物系有機質を混合したものが多かった。家畜ふんでは安

価慮鶏ふん資材力導入されていた 俵 1)。

(2)有順 資材の錮 蹴

反応速度論的解析により,資材tB,C,E,G,Hは 単純型 (反

ぼ N NO〔 1-exp(― k・ 0}+D(資 材)F融 判咽確型 仮

応式卜NO]{1-exp(一、・t)}+N02{1-exp(― ち・l)}+blの窒素無

機化パターンに適合した。資材 Fは多数の原料力泥合されてい

るため,単純並行型に適合したと考えら花

2005年の水田地温 探さ 5cm)条件において,資材E,F,Gは

施用後60日 間の晰 い湘やかc無機化率が40%以下であり,

資材A,B,C,Dヤ醐 ヒカ洗鰯に 無機イ瞬勃 弼ヾ 以上となる

無樹 ヒ樹生を示した。急激に無機イヒする資材の原料は,蒸製毛

槻 魚肉タンパク質,胚芽タンパク質,菜種か,内 臓タンパ

ク質などであり,C/N比は60以下であっためまた,原料力鴻ふ

んである資材E,Gの無樹 ヒ率はそれぞれ38,2眺と大きく異な

り,C/NL/1ヽ ら推定するのは困難であつた (図 1)。

(3)有機質資材力勁 還元に及はす影響

炭素量を一定にした場合のILI Ehは 資材Gを除き培養 3日

後から急激に低下した。その低下速度は稲わらより早いことか

ら,これら資材は湛水条件下で稲わらより分解が早いと考えら

れた (図 2)。

一方 窒素量を一定にした場合の有機質資材添加区の土壌 Eh

は稲わらに比べ 内臓タンパク質を原料に含む資材 Bを除きゆ

っくり低下し,培養開始 14日程度でほほ下げ止まった。また

蒸製毛紛を原料として多く含む資材ん Cの土壊 Ehの低下に

緩やかであつた (図 2)。

躙 レ速 い資材l彰抽勒速いため,土壊 Ehを速く低下させ

るハ 窒薇 膵 力藩再い資材を選択することで現物施
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用が少なくなるため,土壌の還元を軽減できると考えられた。

4ま と め

化学肥料の代替に用いられている有機 JAS栽培に使用可能な

有機質資材の窒素無機化特性及び生壌還元及ぼす影響を培養実

験により,検討した

その結乳 急激に無期ヒし,醐 圏勘滴 い資材の原料は,

表 : 供試した有機質資材の成分及び原料

蒸製毛際 魚肉タンパク質,胚芽タンパク質,菜種かす,内臓

タンパク質であった

供試した有機質資材は稲わらに比べ  1鶏ふん資材を

除き,土壌 Ehを急激に低下させた。剰脚レ漣し讚材は

土壊Eh腱く低下さ

“

バ 窒素瀾壼劇熙創¨ 資材を

選択することで現物施用が少なくなるため,ILIAの還元を軽減

できると考えられ

資材
窒 素

%乾物 麻
働

0/N 水 分
原料 肥料登録

A 109 [毛粉.魚肉タンパク質

B 魚肉タンパク買、内蔵タンパク■.胚芽タンパク賞 4畠 鮨 柿 T囮 |

C 蒸製毛粉、菜種かす、米ぬか油かす 入り1

D フ5 447 魚肉タンパク貫、胚芽タンパク質

E 45 102 ふ ん

F 150 ll1 1 米ぬか、籾殻、くず大豆、東程かす、バーク堆肥、泥岩、動物系リン酸、かに殻

G 241 鶏ふん

ⅢNはケルダール法 いずれの資材もペレット状である

資材

200mgC/100g乾 土 4mgN/1 OC

粉砕物量

m″ 1∞g

菫素量

m“N/100g

粉砕物量

mg/1∞ g

炭素量

κ /10C

A

B

C 506

D

F 140

190

らヽ 4

1のみ

表 2 試験2における有緩 動 の炭素及び窒枷 口量
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無機化パターンから予測される有機質資材の

錮 レ タヽーン
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資材D、 Fは単純並行型、その他は単純型の特性値と2005年の大潟

農場水田地温(深さ5c市を用して算出した
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21        28

培姜日数(15℃恒温 )

図2 有機質資材の添加が期 曝 位に及ぼす影響

21        28

培養日数(“℃恒温 )

。資材A● 資材B△ 資材C▲ 資材D

一 資材A  一 卸   ― 帥   ― 枷   一 資材E

一 資材F  一 飾   一 稲わら  
一

土壌のみ

-32-


